	Ａ

	枕 (まくらの)草 (そう)子 (し)

	二年　　組　　番
名前


　	作者と作品について、教科書28・30ページを参考にして次の表を完成させよう。１

	
	作者名

	
	書かれた時代

	父　　親:

仕えた人:
	父親・仕えた人




[bookmark: _Hlk32222706]
[bookmark: _Hlk32222873]　	次の語句を現代仮名遣いに直し、全て平仮名で書こう。２

[bookmark: _Hlk32945845]
[bookmark: _Hlk33373476]①やうやう　　（              ）　　②山ぎは　　（              ）
③なほ　　　　（              ）　　④をかし　　（              ）
[bookmark: _Hlk32938694]⑤近 (ちか)う　　　　（              ）　　


　	次の語句の意味を、教科書の現代語訳を参考にして書こう。３

	⑪わろし
	⑨つとめて
	⑦あはれなり
	⑤をかし
	③さらなり
	①あけぼの

	
	
	
	
	
	

	⑫うつくし
	⑩つきづきし
	⑧言ふべきにあらず
	⑥いと
	④なほ
	②やうやう

	
	
	
	
	
	





　	次の　　線部の漢字の読み方を調べ、（　　）に書こう。４


[bookmark: _Hlk33373843]①紫色の服を買う。　　  （　　　　　　　）  ②水辺で蛍が光る。　　　   （　　　　　　　）
③秋の夕暮れは趣深い。　（　　　　　　　）　④翌日に備えて早めに寝る。 （　　　　　　　）
⑤真っ白な霜が降りる。　（　　　　　　　）　⑥踊りを習う。　　　　　　 （　　　　　　　）
⑦母の話に耳を傾ける。　（　　　　　　　）　⑧雪の結晶を観察する。　　 （　　　　　　　）
